
共同利用施設 案内
室名：生体分子解析室

場所：
５号館２階
内線：２７０

施設利用手引き

共同利用機器備品リスト：
１．レーザーマイクロダイセクション蛍光システム

（MMI Cell Cut Plus with Nikon TE2000-S）
２．共焦点レーザ走査型顕微鏡（OLYMPAS, FV10i) 
３．ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR装置（TAKARA, Real Time SystemⅡ) 
４．マイクロインジェクションシステム

(OLYMPUS, IX73PI-22RC-H/MMO-202ND）
５．蛍光顕微鏡 （OLYMPAS, BH-2) 
６．微量ｻﾝﾌﾟﾙ分光光度計（GEﾍﾙｽｹｱ, Nano Vue Plus）
７．電子天秤(A&D ELECTRONIC BALANCE) 
８．冷却水循環装置（EYELA COOL ACE CA-111)
９．製氷器（HOSHIZAKI）
10．低温室（プレハブ冷凍庫） （SANYO, STJ19）
11．タンパク質精製システム（ATTO） 1セット
12．大型回転ミクロトーム（YAMATO, RV-240）

主任： 糸井 マナミ
免疫・微生物学ﾕﾆｯﾄ

（ 内線267）

概要： この解析室では、共焦点レーザ走査型顕微鏡
での組織細胞局在、レーザーマイクロダイセクションによ
り、組織切片上の標的とする細胞塊をレーザーによって
切り出し、採取でき、リアルタイムPCR装置で特定領域
の遺伝子発現定量解析、またはタンパク質解析ができ
る。また、低温室を備え、低温条件下での研究が行える。

機器用途 【 なにができる？ 】

１．顕微鏡下で組織切片をレーザで切り
出し採取できる。

２．組織や細胞内局在を蛍光3D観察でき

る（細胞の生死を問わず）

３．組織や細胞から遺伝子量を定量解析

４．細胞内に生理活性物質を導入できる

５．免疫蛍光染色した細胞や組織を観察

６．微量サンプル中の核酸や蛋白を定量
できる

７．試薬の量を測定することができる

８．試料を恒温冷却できる

９．砕いた氷を作製する

10．低温に設定された部屋で、タンパク
質の精製や低温での研究に利用

11．カラムクロマトグラフィー用モニター
＆グラディエントシステムによる生理
活性物質の精製などに利用

12．パラフィン包埋した組織の連続切片
の作製に利用
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